
現道部分

４．配慮内容【ステップ３】＜完成（整備前後の写真やコメント等）、計画済・計画中（想定される内容）＞

１．事業概要

２．現場の特徴【ステップ１】

・隣接する藤岡市や玉村町へのアクセス道路であり交通量が多い路線である。
・当該区間は幅員狭小であり、電線・電柱により見通しが悪い。
・事業箇所周辺には、小中学校や市役所支所、郵便局等の公共施設が存在する。

３．事業目的【ステップ２】

①現場から何を見せるのか
安心して快適に通行できる開放的な道路空間

②どこから現場自体を見せるのか
道路利用者（歩行者、自転車、自動車）

③目指すべき目標像
周辺の小中学校の通学者や公共施設利用者が安心して通行できるよう、見通しがよく開放的な道路空間
を創出する。

区分

道路（市街地）

▼ 道路拡幅による通行帯の分離及び無電柱化により、通行者（歩行者・自転車・自動車）の安全性を高め、安心して快適に利用できる開放的な道路空間を確保

▼ 見通しのよい開放的な道路空間【整備後】

所属名 高崎土木事務所

【整備前】

【路線名】都市計画道路 笛木通り線
（主要地方道 藤岡大胡線）

【箇 所】 高崎市新町地内
【概 要】 現道拡幅 延長 L=334.0m 幅員W=16m(2車線)

道路拡幅による幅員構成の再編及び無電柱化により、安心して
快適に通行できる開放的な道路空間を整備したものである。

R3年度完成 (都)笛木通り線 現道拡幅事業

個別事例調書「ぐんまの風景を魅せるインフラ整備」（スキルアップチャレンジ）

拡幅部分

歩道なし 両側に歩道を設置

現道部分

▼幅員狭小、歩車混在、電柱の存在


